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スマートフォンで視聴
左記の二次元コードを読み取ると、ス
マートフォンから映像配信をご覧い
ただけます。 〜まちの昔と今〜

〜まちの昔と今〜この場所どこ？この場所どこ？

≪ピックアップ≫主要議案など可決
議案審議
常任委員会活動報告
一般質問
議員活動報告
9月定例会予定・編集後記
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

発行　滋賀県愛荘町議会
編集　議会広報常任委員会
〒 529-1380　愛知郡愛荘町愛知川 72
TEL 0749-42-7670 FAX 0749-42-7698
e-ma i l : g ika i@town.a i sho . lg . jp

議会に関する詳しい情報は、町ホームページ 愛荘町議会（https://www.town.aisho.shiga.jp）でご覧いただけます。



物価高騰対応重点支援事業
キャッシュレス決済ポイント事業 子ども読書活動応援事業

地域おこし協力隊（ローカルベンチャー育成）事業

　スマホ決済アプリ「PayPay」と連携したポイント還元
キャンペーンを実施することで､町内事業者の収入確保と
生活支援を行い､地域経済の活性化を促進する。

実施期間　１0月（１か月）　　　
対象店舗　PayPay に加入の町内中小店
　　　　　（大手チェーンは除く）
還 元 率　20％（1回2,000円限度､1か月8,000円限度）
予 算 額　44,352,000 円

　物価高騰の影響が続くなか、子ども読書を推
進するため､町内在住の小・中学生に図書カー
ドと図書館の作成する、お勧め本の紹介リスト
の配布を行う。

町内在住の小中学生に図書カード1,000円分を
配布。読書週間（10月27日から11月9日）に合
わせ配布予定。

予 算 額　3,395,000 円

　町では､令和４年度より町内での起業に取り組む
地域おこし協力隊の誘致を進めており､住民と地域
おこし協力隊員のつながりから、地域課題の解決に
向けたまちの動きが起こっている。
　その勢いをさらに発展させていくため､新たに地
域おこし協力隊員を採用する。

６月着任　１名
        　　　（町農産物を活用した食品開発）
予 算 額　4,000,000 円

　 ６月定例会は､５月23日に開会し６月19日に閉会した。
一般質問は６月９日､１０日に行い､議案審議を６月10日､19日に実施した。町長提案議案は追加議案を含め
12件、議員提出議案は４件であった。令和7年６月定例会令和7年６月定例会令和7年６月定例会令和7年６月定例会

可決補正予算

PICK UP!

起業家による「Ｍｅｅｔｓランチ会」

起立多数で

愛荘町議会だより 愛荘町議会だより
2025.8 2025.8

原案可決

6月10日

6月19日

原案可決

承認

全員賛成の議案
愛荘町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決につき承認を求めることに
ついて承認第3号

議案番号 件　　　　　　名 議決結果 議決日

契約の締結につき議決を求めることについて
（愛知川東小学校校舎棟長寿命化改良工事）

議案第37号

～

議案第39号

愛荘町議会議員および愛荘町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の
一部を改正する条例議案第41号

議案第42号

～

議案第44号
契約の締結につき議決を求めることについて
（愛荘町立ハーティーセンター秦荘等長寿命化改修工事）

議案第45号 契約の締結につき議決を求めることについて
（愛荘町立ラポール秦荘空調設備改修工事）

議案第46号 令和７年度愛荘町一般会計補正予算（第３号）　　

議提第6号 

～  
議提第8号

議提第9号

議案審議

各常任委員会閉会中の継続調査について

議員派遣について

賛否が分かれた議案

承認第2号

議案番号 件　　　名

○

○

○

○

○

○

○

○

欠　

席

欠　

席

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

議
　
長

承認

原案可決

６月10日

議案第40号

○賛成　×反対
久
保
田
正
利

小
菅
　
久
宣

中
川
喜
代
和

澤
田
　
源
宏

上
田
　
太
治

村
田
　
　
定

高
橋
　
正
夫

外
川
　
善
正

河
村
　
善
一

瀧
　
す
み
江

竹
中
　
秀
夫

村
西
　
作
雄

辰
己
　
　
保

森
野
　
　
隆

議決結果 議決日

（※議長は採決に加わっていません。）

愛荘町税条例の一部を改正する条例の専決
処分につき承認を求めることについて

令和７年度愛荘町一般会計補正予算（第２号）
詳細はP2
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声 町政

役場本庁舎別館前駐車場（本庁舎を望んで）

司書による学校図書館での出前おはなしかい

愛知川駅前の駐輪状況

　その他、駐車場の利用者など当初の計画から変わってきているのであれ
ば、振り返って考えるべきではないか。議会の修正動議もそういう意味が
あったと考えるなどの意見があった。
　この内容については、引き続き調査・研究を進めることとした。

愛荘町議会だより 愛荘町議会だより
2025.8 2025.8

　現状、駐車スペースが足りているなら、将来的な跡地利用を考え、アスファルト舗装や白線等に
費用をかけず、そのまま駐車場として利用していけばよいのではないか。　　

町に読書コーナーを設置する事業の内容は。

町制施行 20周年行事と関連した取り組みは。

　跡地に防災施設を整備することで、補助の対象となる。駐車場
だけでなく施設の整備も含めて考えてはどうか。

　国の読書活動事業との連携と、図書館を核とする町づく
りについてどのように行うのか。

　安全面等に対する議会の意見から、来庁者の駐車は庁舎周辺にしており、現在は公用車や職員の
駐車が大半。整備すれば来庁者も駐車されるであろうとの意見もあり、整備を考えている。

　商店・飲食店などに読書コーナー・本棚を設置し、その
マップを作成して周知する。

　20周年のタイミングで、読書の宣言を条例にアップデートし新たな展開を図っていきたい。

　防災センターは今後議論が必要であるが、床面積を増やすと維
持管理、人件費、改修工事費も掛かり、慎重に考える必要がある。

　文科省の読書のまちづくり推進事業をはじめ、国の書店・出版・活字文化等の活性化事業や町他
課と連携していく。

6月12日に委員会を開催し、次のテーマについて調査研究を行った。

6月13日に委員会を開催し、次のテーマについて調査研究を行った。

　令和７年３月定例会において、減額の修正可決された本庁舎東側駐車場整備工事について、
委員会で調査・研究を実施した。町からは、駐車場として整備を進めたいとの説明があった。
なお、議員からは次の意見が出された。

　本定例会において、図書館・学校図書館と地域の連携協働による読書のまちづくりの推進に
関する事業の補正予算を可決した。この事業は文部科学省の委託業務を受託するもので、事業
内容について担当課より説明を受けた。また、平成 21 年町議会で「愛荘町まちじゅう読書の

宣言」が議決され、今日まで事業を実施してきたが、あらたなステージでまちじゅう読書を進めるための
取り組みについて担当課より説明を受けた。

　愛知川駅周辺の状況を現地で確認した。駅前には、多数の自転車が駐輪
してあり、町から他市町への通勤、通学に多くの人が利用されていること
が伺えた。その一方、自転車が通路や道路側にあふれており、歩行の妨げ
になっていた。町の玄関口の一つである愛知川駅周辺の整備について、委
員会で今後調査を進めていきたい。

●役場本庁舎別館前（旧警部交番跡地）駐車場の整備および交通安全対策

●まちじゅう読書の推進

●愛知川駅周辺の現状

総務産業建設常任委員会

教 育 民 生 常 任 委 員 会

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

村田　　定　議員
【一問一答】

中川喜代和　議員
【一問一答】

久保田正利　議員
【一問一答】

澤田　源宏　議員
【一問一答】

瀧　すみ江　議員
【一問一答】

外川　善正　議員
【一問一答】

小菅　久宣　議員
【一問一答】

河村　善一　議員
【一問一答】

竹中　秀夫　議員
【一問一答】

6P

8P

9P

7P

10P

11P

12P

13P

【令和 7年 6月定例会】一般質問一覧

※質問や答弁の内容を要約・割愛して掲載してあります。

①
②
③
①
②
③
①
②
③

①

①
②
③
④

①

①
②
①
②
③

①

こども家庭センターの設置
公立中学校の部活動を地域移行
旧日本生命跡地利用
町内児童・生徒の学力向上と授業の充実を切望して
町民の命と財産を守る行政施策の真摯な推進を
愛荘町役場の職場環境や労働条件の改善を図るために
長期休暇（夏休み）を迎えるにあたり犯罪被害を防ぐ対策
学校グラウンド落雷事故発生に伴う安全対策
橋梁の長寿命化対策

夏の宇曽川渓谷

町観光拠点施設
学校給食無償化
民生部門に関わる質問
秦荘地区と愛知川地区のごみ収集方式の統一

行政における新組織の設置と業務の設定および管理と運営

物価高騰対策
神郷彦根線工事
乳幼児期のアタッチメント行動
マスク着用
湖東地域障害者自立支援協議会

防災拠点の設置

一　般　質　問一　般　質　問

制限時間	 質問のみ 30 分以内（答弁は別）
質問方法	 ☆　一括方式
	 ・最初に全部の質問をし、
　　　　　　　　まとめて回答を得る
　	 ・同一議題に対しての質問
　　　　　　　　は 3回まで
	 ☆　一問一答方式
	 ・一問ごとに質問・回答を
　　　　　　　　繰り返す

　一般質問とは、議員の日常活動と調査・
研究、住民の声や自身の考え方をもとに、
町長や教育長などに方針を問うものです。

議員名でさがす議員名でさがす

14P

45



愛荘町議会だより 愛荘町議会だより
2025.8 2025.8

設
立
の
背
景
と
目
的
は
。

組
織
体
制
の
構
築
は
。

地
域
移
行
の
進
め
方
は
。

支
援
内
容
と
相
談
方
法

は
。

部
活
動
の
地
域
移
行
の
背

景
は
。

気
楽
に
相
談
で
き
る
、
駆

け
込
み
寺
の
よ
う
な
役
目

を
果
た
せ
る
の
か
。　
　

地
域
移
行
に
向
け
て
の
課

題
は
。

  

少
子
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、

子
育
て
世
代
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
す
る
な
か
、
児
童
虐

待
の
増
加
な
ど
深
刻
な
問
題
も
顕

在
化
し
て
い
る
状
況
に
対
応
す
る

た
め
、
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
す
べ
て
の
妊
産
婦
、
子

育
て
世
帯
、
子
ど
も
へ
一
体
的
に

相
談
支
援
を
行
う
機
能
を
有
す
る

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
ス
タ
ー
ト

し
た
。

  

統
括
支
援
員
、
社
会
福
祉
士
や

保
育
士
等
、
経
験
豊
富
な
職
員
を

配
置
し
、
幅
広
い
相
談
に
対
応
で

き
る
体
制
を
と
る
。

　

支
援
内
容
に
つ
い
て
は
、
子
育

て
に
関
す
る
こ
と
。
子
ど
も
の
発

達
・
発
育
に
関
す
る
こ
と
。
家
庭

に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応

す
る
。

　

相
談
方
法
に
つ
い
て
は
、
対
面

で
の
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
電
話
や

電
子
メ
ー
ル
等
も
受
け
付
け
る
。

　

子
ど
も
に
関
す
る
す
べ
て
の
機

関
が
ス
ム
ー
ズ
に
情
報
を
共
有
し
、

協
力
し
て
支
援
を
行
う
。
子
育
て

　

少
子
化
の
進
展
に
よ
り
、
学
校

内
で
の
部
活
動
の
運
営
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
現
状
。
今
後
の
生
徒

数
の
推
移
を
見
る
と
、
10
年
後
に

は
現
在
よ
り
40
％
生
徒
数
が
減
少

す
る
見
込
み
だ
。
そ
れ
に
伴
い
、

部
活
動
を
学
校
単
位
で
維
持
す
る

こ
と
は
難
し
く
な
る
。

　

教
員
の
働
き
方
改
革
問
題
も
あ

り
、
地
域
・
団
体
と
の
連
携
を
強

化
し
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
支
え
る
環
境
を
整
え
る

必
要
性
が
あ
り
、
具
体
的
な
手
立

て
を
講
じ
、
改
革
推
進
す
る
。

　

地
域
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
、
現
状

　

主
体
と
な
り
得
る
団
体
・
組
織

の
選
定
・
検
討
と
、地
域
の
指
導
者

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
が
必
要

だ
。
地
域
で
安
定
的
に
活
動
す
る

た
め
に
、受
け
皿
が
必
要
と
な
り
、

地
域
の
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の

研
修
や
支
援
体
制
を
整
備
す
る
。

　

次
に
、
活
動
の
場
の
確
保
・
運

用
、
移
動
手
段
や
費
用
な
ど
の
環

境
面
の
整
備
な
ど
検
討
課
題
で
あ

る
。
地
域
と
の
連
携
を
進
め
る
に

は
、
学
校
と
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ
。
学
校
側
と

地
域
団
体
と
の
情
報
共
有
や
意
見

交
換
が
必
須
で
あ
り
、
保
護
者
が

抱
く
不
安
解
消
に
向
け
た
説
明
や

情
報
提
供
が
大
切
と
考
え
る
。
地

域
の
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
含
め

た
地
域
で
育
て
る
活
動
に
取
り
組

む
。

（
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
長
）

（
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
長
）

（
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
長
）

（
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
長
）

（
教
育
長
）

（
教
育
長
）

（
教
育
長
）

問問

問

問

問

問

問

答答

答答

答答

答

令
和
７
年
４
月
か
ら
子
ど

も
支
援
課
内
に
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
が
設
置

公
立
中
学
校
の
部
活
動
の

地
域
移
行

具体的な支援内容と相談方法はQ

こども家庭センター
設立の背景

こども・家庭に係るさまざまな
相談に対応

A 　村田　　定　村田　　定 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

保健センターに設置された、こども家庭センター

追寺川の現状

①
昨
年
度
７
月
、
12
月
、

３
月
の
日
々
の
授
業
時
間

が
全
校
５
校
時
ま
で
と
し
た
小
学

校
が
あ
っ
た
。
全
校
一
律
に
５
校

時
と
し
た
理
由
の
説
明
と
、
町
内

の
小
学
校
の
対
応
が
統
一
さ
れ
て

い
な
い
理
由
の
説
明
を
求
め
る
。

②
教
師
は
授
業
で
勝
負
と

耳
に
す
る
が
、
こ
の
意

味
は
、
授
業
で
児
童
・
生
徒
と
向

き
合
い
一
人
ひ
と
り
の
学
力
を
向

上
さ
せ
る
授
業
づ
く
り
が
大
切
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
授
業
時
間

の
充
実
と
学
力
の
向
上
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
、
児
童
・
生
徒
の

学
力
実
態
と
授
業
時
間
数
の
関
係

性
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

③
学
力
が
低
位
な
児
童
・

生
徒
を
大
切
に
し
た
授
業

づ
く
り
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

は
各
校
へ
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し

た
か
、
具
体
的
な
報
告
を
求
め
る
。

自
然
災
害
か
ら
住
民
の
命

と
財
産
を
守
る
公
務
員
の

使
命
に
つ
い
て
、
私
は
こ
れ
ま
で

何
度
も
質
問
を
し
て
き
た
。
追
寺

川
の
排
水
整
備
を
、
昨
年
３
月
以

降
、
ど
う
進
め
た
か
報
告
を
求
め

る
。

近
年
、多
く
の
自
治
体
で
、

若
手
、
中
堅
職
員
の
離
職

の
増
加
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
役
場
の
職
場
環
境
や
労
働

条
件
の
改
善
の
た
め
に
、
課
内
の

業
務
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
遂
行
で
き

る
よ
う
、
ど
ん
な
対
策
を
実
施
さ

れ
て
い
る
の
か
説
明
を
求
め
る
。

　

昨
年
度
の
７
月
、
12
月
、
３
月

に
お
い
て
、
小
学
校
で
５
校
時
の

日
が
多
く
設
定
さ
れ
た
件
は
急
な

対
応
で
は
な
く
、
児
童
の
発
達
段

階
や
学
習
活
動
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏

ま
え
て
、
年
間
を
通
し
て
見
通
し

を
立
て
た
教
育
課
程
の
一
環
と
し

て
、
前
年
度
か
ら
計
画
的
に
設
定

さ
れ
て
い
る
。
５
校
時
の
設
定
は
、

暑
さ
や
疲
れ
が
出
や
す
い
時
期
、

行
事
の
前
後
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
心
身
の
状
態
に
も
配
慮
し
た
結

果
で
あ
る
。

　

ま
た
、
町
内
で
の
対
応
が
統
一

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
の
児
童
数
や
行
事
の
内
容
、

　

昨
年
度
の
全
国
学
力
学
習
状
況

調
査
で
は
、
基
礎
的
、
基
本
的
な

知
識
、
技
能
の
定
着
に
課
題
が
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
本
町

の
小
学
校
で
は
、
家
庭
学
習
な
ど

授
業
時
間
外
の
学
習
時
間
が
、
全

国
、
県
と
比
較
し
て
少
な
い
と
い

う
結
果
も
出
て
お
り
、
学
力
向
上

に
向
け
た
家
庭
と
の
連
携
と
支
援

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。　
　

　

教
育
委
員
会
で
は
、
主
体
的
、

対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
を
目

指
し
た
指
導
改
善
の
支
援
を
し
て

い
る
。
今
後
と
も
、
授
業
時
間
の

適
切
な
確
保
と
学
び
の
質
の
向
上

を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
子
ど
も
た

　

全
て
の
児
童
・
生
徒
の
学
び
を

保
証
す
る
こ
と
、
特
に
学
力
が
十

分
に
定
着
し
て
い
な
い
児
童
・
生

徒
の
つ
ま
づ
き
に
寄
り
添
い
、
確

か
な
学
力
の
育
成
を
支
え
る
、
そ

の
こ
と
は
教
育
の
根
幹
で
あ
る
と

認
識
し
、
各
校
へ
指
導
し
て
い
る
。

　

本
年
５
月
に
現
地
確
認
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
川
の
中
に
雑
草
が
繁

茂
し
、
法
面
か
ら
雑
木
が
川
を
覆

い
、
適
正
な
流
水
機
能
が
確
保
さ

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、

す
ぐ
に
湖
東
土
木
事
務
所
へ
浚
渫

に
つ
い
て
の
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　

各
所
属
に
お
け
る
業
務
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
し
て
、
所
属
長
が
中
心

と
な
り
全
体
の
業
務
を
見
定
め
、

特
定
の
職
員
に
仕
事
が
偏
ら
な
い

よ
う
に
、
職
員
の
役
職
や
経
験
、

専
門
性
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、
仕

事
の
種
類
や
量
に
応
じ
た
業
務
分

配
を
行
う
。
ま
た
、
職
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
よ
う
、
他
の
管
理
職
や
係
長
等

の
意
見
を
し
っ
か
り
と
聞
く
と
と

も
に
、
過
去
の
事
務
分
掌
を
参
考

に
決
定
し
て
い
る
。

（
教
育
長
）

（
教
育
長
）

（
教
育
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
町
長
）

問

問

問問

問

答

答

答

答答

中川　喜代和中川　喜代和 議員議員

教育委員会は各校へどのような指導を
したか

Q

町内全ての児童・生徒の
基礎学力の定着を目指し

A 児童・生徒のつまづきに寄り添い、確かな
学力の育成を支える

町
内
児
童
・
生
徒
の
基
礎

学
力
の
定
着
を
切
望
し
て

町
民
の
命
と
財
産
を
守
る

行
政
施
策
の
真
摯
な
推
進
を

役
場
の
職
場
環
境
や
労
働
条

件
の
改
善
を
図
る
た
め
に

録画配信はこちら録画配信はこちら

世
帯
の
孤
立
を
防
ぎ
、
誰
ひ
と
り

取
り
残
さ
な
い
福
祉
支
援
社
会
の

実
現
に
向
け
、
一
人
で
悩
ま
ず
気

楽
に
相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
職

員
一
丸
と
な
っ
て
進
め
る
。

を
充
分
に
把
握
し
、
す
で
に
、
国

は
、
休
日
の
部
活
動
の
地
域
展
開

に
つ
い
て
方
針
を
定
め
て
い
る
の

で
、
実
現
に
向
け「
愛
荘
町
立
中

学
生
部
活
動
あ
り
方
検
討
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
議
論
を
開
始
し
、

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
る
。

　

愛
知
川
小
学
校
区
の
保
護
者
か

ら
町
内
児
童
・
生
徒
の
学
力
実
態

と
授
業
の
充
実
に
つ
い
て
大
変
心

配
し
て
い
る
旨
の
相
談
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
説

明
及
び
報
告
を
求
め
る
。

地
域
の
状
況
な
ど
が
異
な
る
た
め
、

教
育
課
程
の
具
体
的
な
運
用
は
校

長
の
裁
量
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
の
実
情
に
応
じ
て
柔
軟
に
判

断
さ
れ
て
い
る
。

ち
が
自
ら
学
び
成
長
す
る
教
育
の

実
現
に
向
け
て
地
道
に
取
り
組
む
。
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タブレット等

長
期
休
暇
（
夏
休
み
）
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
犯
罪

被
害
を
防
ぐ
対
策
は
。

子
ど
も
た
ち
の
ネ
ッ
ト
使

用
で
想
定
さ
れ
る
、
具
体

的
な
リ
ス
ク
は
何
か
。

学
校・園
は
ど
の
よ
う
に
、

雷
を
は
じ
め
と
す
る
気
象

状
況
に
対
応
し
、園
児・児
童・生

徒
の
安
全
を
確
保
し
て
い
る
の
か
。

橋
梁
建
設
後
50
年
を
経
過

し
た
橋
梁
は
い
く
つ
あ
る

の
か
。
耐
震
改
修
が
必
要
な
橋
梁

は
何
橋
で
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な

の
か
。
ま
た
、
改
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

　

多
く
の
児
童
・
生
徒
が
日
常
的

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
様
々
な
サ
イ
ト
や
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス

し
て
い
る
状
況
だ
。
こ
の
よ
う
な

な
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

た
犯
罪
被
害
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

守
る
た
め
、
町
内
各
校
に
お
い
て

児
童
・
生
徒
向
け
の
学
習
に
加
え
、

保
護
者
を
対
象
と
し
た
、
親
子
で

参
加
で
き
る
研
修
機
会
を
設
け
、

ネ
ッ
ト
に
潜
む
危
険
性
や
適
切
な

利
用
に
つ
い
て
、
毎
年
継
続
的
に

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
親
子
ス
マ
ホ
安
全
教
室
や
情

　

気
象
状
況
の
変
化
に
つ
い
て
は
、

各
園
、
各
校
の
管
理
職
を
中
心

に
、
日
頃
よ
り
教
職
員
全
体
で
注

意
を
払
い
、
状
況
に
応
じ
て
、
園

児
、
児
童
・
生
徒
に
対
し
、
教
職

員
や
保
護
者
を
通
じ
た
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
る
。
特
に
雷
や
竜
巻

　

橋
梁
の
耐
震
補
強
は
、
落
橋
防

止
シ
ス
テ
ム
の
設
置
や
橋
脚
補
強

等
が
一
般
的
だ
が
、
現
時
点
で
明

確
な
耐
震
改
修
基
準
が
な
い
た
め
、

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
な
い
。
そ

の
た
め
、
老
朽
化
の
判
定
結
果
や

架
橋
後
の
年
数
、
橋
梁
規
模
、
重

要
性
等
か
ら
整
備
の
優
先
順
位
を

設
定
し
、
今
後
の
巨
大
地
震
の
発

生
に
備
え
て
い
け
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。
ま
た
、
緊
急
輸
送
道

路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
道

路
に
架
か
っ
て
い
る
橋
等
の
把
握

に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
で
も
実
施

し
て
い
け
る
と
思
う
の
で
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
的
に
十
分
協
議
し
、
す

ぐ
に
取
り
組
む
。

（
町
長
）

（
教
育
長
）

（
教
育
次
長
）

（
産
業
政
策
監
）

問

問

問

問

答

答

答

答

久保田　正利久保田　正利 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

児童・生徒の犯罪被害を防ぐ
対策は

Q

長期休暇（夏休み）を
迎えるにあたり

犯罪等に巻き込まれないよう、関係機関や
ご家庭とも緊密に連携し、効果的な対策を
講じる

A

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
山

比
古
湧
水
周
辺
の
宇
曽
川

渓
谷
に
は
大
勢
の
人
が
涼

を
求
め
に
来
ら
れ
る
が
、

そ
の
管
理
に
つ
い
て
問
う

夏の最盛期、宇曽川渓谷の駐車の様子

山
比
古
湧
水
周
辺
の
宇
曽

川
渓
谷
の
管
理
は
、
秦
川

山
生
産
森
林
組
合
に
委
託
し
て
い

る
の
か
。

　
ま
た
、
ト
イ
レ
の
管
理
は
ど
う

か
。

夏
の
最
盛
期
に
は
、
宇
曽

川
の
右
岸
が
通
行
止
め
で

あ
る
た
め
、
道
路
に
駐
車
を
さ
れ

道
幅
が
狭
く
な
り
危
険
で
あ
る
と

秦
川
山
生
産
森
林
組
合
に

対
し
、
今
と
は
別
の
予
算

を
付
け
、
最
盛
期
の
み
ガ
ー
ド
マ

ン
を
雇
い
、
利
用
者
の
安
心
・
安

全
を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

山
比
古
湧
水
周
辺
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
秦
川
山
生
産
森
林
組
合

に
委
託
し
て
い
る
。
特
に
、
夏
休

み
シ
ー
ズ
ン
の
土
曜
日
・
日
曜
日
・

祝
日
を
重
点
に
巡
視
を
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
山
比
古
湧
水
の
ト
イ
レ

に
つ
い
て
は
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
清
掃
委
託
を
し
て
い

る
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
夏
季
の
最

盛
期
に
は
ト
イ
レ
や
駐
車
場
の
問

題
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

来
場
さ
れ
る
皆
さ
ま
が
快
適
に
過

ご
せ
な
い
ケ
ー
ス
が
で
て
き
て
い

る
。

　

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
浄
化
槽

　

提
案
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
ガ

ー
ド
マ
ン
を
雇
う
こ
と
は
、
周
辺

道
路
の
安
全
対
策
に
非
常
に
効
果

的
で
あ
る
。
現
状
は
、
秦
川
山
生

産
森
林
組
合
で
巡
視
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
同
組
合
の
意
見
を
参

考
に
対
応
し
た
い
。

　

本
件
に
つ
い
て
は
、
９
月
議
会

で
も
う
一
度
質
問
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
滋
賀
県
森
林
整
備
事
務
所
及

び
東
近
江
市
の
意
見
も
聞
き
、
お

互
い
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
の

で
行
政
機
関
同
士
温
度
差
の
な
い

よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
秦
川
山
生
産
森
林
組
合
の

話
し
合
い
の
結
果
も
聞
か
せ
て
も

ら
う
。

（
産
業
政
策
監
）

（
産
業
政
策
監
）

（
産
業
政
策
監
）

問問

問

答

答

答

澤田　源宏澤田　源宏 議員議員

多くの利用者のことを考えて、山比古
湧水周辺の管理や駐車場並びにトイレ
等の設備を充実しては

Q
夏の宇曽川渓谷

A 駐車場等の問題に関しては、候補地や
予算面においてハードルが高い

宇
曽
川
渓
谷
の
夏
季
最
盛

期
の
特
別
対
応
を

録画配信はこちら録画配信はこちら

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
多

様
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

様
々
な
利
便
性
が
享
受
で
き
る
一

方
で
、
世
界
中
の
見
知
ら
ぬ
匿
名

の
不
特
定
多
数
の
人
と
容
易
に
つ

な
が
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、

意
図
せ
ず
有
害
な
情
報
に
触
れ
、

悪
意
の
あ
る
第
三
者
と
関
わ
っ
て

し
ま
う
な
ど
犯
罪
被
害
に
巻
き
込

ま
れ
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

議
員
指
摘
の
と
お
り
、
実
際
に

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
知

り
合
っ
た
人
物
に
会
い
に
行
き
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
事
例
や
、
過

度
な
課
金
に
よ
る
金
銭
的
ト
ラ
ブ

ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
や
り
取
り
が

原
因
と
な
る
誹
謗
中
傷
、
い
じ
め
、

な
り
す
ま
し
に
よ
る
性
被
害
、
個

人
情
報
の
漏
洩
、
さ
ら
に
は
ス

ト
ー
カ
ー
被
害
な
ど
、
多
様
な
被

害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
被
害
者

と
な
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
自

身
が
加
害
者
と
な
る
ケ
ー
ス
も
少

な
く
な
い
。
こ
う
し
た
問
題
は
決

夏
の
最
盛
期
に
は
、
ト
イ

レ
や
駐
車
場
が
少
な
い
の

で
は
な
い
か

危
惧
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ト
イ
レ
も
利
用
人
数
に

対
し
て
少
な
い
と
感
じ
る
が
、
合

わ
せ
て
解
決
で
き
な
い
か
。

や
水
量
に
や
や
不
安
な
面
が
あ
る

が
、
こ
の
問
題
を
軽
減
す
る
一
例

と
し
て
、
夏
の
シ
ー
ズ
ン
の
み
仮

説
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
現
在
の
ト

イ
レ
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
予
算
や

設
置
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
東
近
江
市
領
で
も
あ
る

が
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
限
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
整
備
す
る
と
な
れ

ば
候
補
地
の
選
定
や
予
算
の
面
に

お
い
て
、
よ
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
く

な
る
と
考
え
て
い
る
。

な
ど
命
に
関
わ
る
重
大
な
気
象
現

象
に
対
し
て
は
、
気
象
庁
が
提
供

す
る
雷
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
、
竜
巻
発

生
確
度
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
及
び
危
険

度
分
布
な
ど
の
最
新
情
報
を
活
用

し
、
早
期
の
危
険
予
知
と
迅
速
な

対
応
に
努
め
て
い
る
。

し
て
都
市
部
に
限
ら
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
地
方
に
お
い
て
も
十
分

に
起
こ
り
う
る
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
強
い
危
機
感
を

持
っ
て
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
授
業
な
ど
を

実
施
し
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
を
図
っ
て
い
る
。

89
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①
中
山
道
愛
知
川
宿
街
道

交
流
館
に
つ
い
て
、
４
月

か
ら
の
来
場
者
数
・
行
事
催
事
等
、

施
設
の
運
営
状
況
、
66
カ
フ
ェ
の

利
用
状
況
・
来
店
者
数
は
。

②
湖
東
三
山
館
あ
い
し
ょ
う
に
つ

い
て
、
４
月
か
ら
の
来
場
者
数
・

飲
食
提
供
施
設
の
状
況
は
。

子
ど
も
が
学
び
成
長
す
る

権
利
を
保
障
し
て
い
る

憲
法
が
示
し
た
、
無
償
の
義
務
教

育
を
基
本
と
し
た
考
え
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
教
育
の
一
環
で
あ
る
、

学
校
給
食
の
無
償
化
を
求
め
る
。

①
高
齢
者
通
院
支
援
助
成

事
業
で
、
１
回
の
乗
車
に

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
２
枚
ま
で
利

用
で
き
る
が
、
そ
の
枚
数
を
増
や

す
こ
と
を
求
め
る
。

②
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
で
、
携
帯

電
話
の
み
を
持
っ
て
い
る
方
に
も

適
応
で
き
る
よ
う
検
討
を
求
め
る
。

③
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
全
員

に
資
格
確
認
書
を
送
る
の
か
。

④
令
和
７
年
度
が
ん
検
診
の
案
内

に
、
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん

検
診
の
対
象
者
は
、
昨
年
度
町
の

び
ん
類
・
金
属
・
ガ
レ
キ

の
収
集
方
式
に
つ
い
て
、

秦
荘
地
区
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
置
い
て
あ
る
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ

る
方
式
。
愛
知
川
地
区
は
各
戸
が

購
入
し
た
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
た
も

の
を
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
置
い

て
き
て
収
集
後
に
空
の
コ
ン
テ
ナ

を
取
り
に
行
く
。
統
一
す
る
な
ら

秦
荘
方
式
に
合
わ
せ
た
方
が
便
利

と
考
え
る
。
両
地
区
の
ご
み
収
集

方
式
の
統
一
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

①
５
／
31
現
在
の
来
場
者
数
は
、

情
報
発
信
施
設
が
９
３
２
人
、
体

験
交
流
滞
在
施
設
が
３
９
９
人
。

行
事
催
事
に
つ
い
て
は
、
本
陣
月

末
サ
ン
マ
ル
シ
ェ
・
愛
荘
町
フ
レ

ン
ズ
誕
生
会
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

66
カ
フ
ェ
の
５
／
31
現
在
の
来
場

者
数
は
１
３
２
８
人
。

②
５
／
31
現
在
の
来
場
者
数
は
、

１
万
７
３
９
０
人
で
、
う
ち
飲
食

提
供
施
設
の
利
用
は
１
３
１
４
人
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
独
自
の
無
償
化

を
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

国
に
お
い
て
令
和
８
年
度
以
降
で

の
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て
の
制

度
化
を
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
国
等
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

①
高
齢
者
通
院
支
援
助
成
事
業
は
、

低
所
得
の
高
齢
者
が
慢
性
的
な
疾

患
で
、
月
に
１
日
ま
た
は
２
カ
月

に
１
日
以
上
の
通
院
が
必
要
な
方

の
交
通
費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

年
間
通
じ
て
し
っ
か
り
と
定
期
的

に
通
院
す
る
こ
と
も
目
的
と
し
て

い
る
た
め
、
現
在
の
１
回
の
乗
車

に
つ
き
利
用
枚
数
２
枚
の
設
定
に

な
る
。

②
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
固
定

電
話
の
回
線
を
つ
な
げ
る
必
要
が

あ
る
が
、
近
年
固
定
電
話
を
保
持

さ
れ
な
い
状
況
や
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
あ
わ
せ
た
対
応
が
可
能
か
ど

う
か
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
厚
生
労
働
省
の
事
務
連
絡
に
よ

り
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
資

格
確
認
書
を
令
和
７
年
７
月
中
に

全
て
の
被
保
険
者
に
届
け
る
。

④
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は

　

町
合
併
時
の
協
議
で
、
両
地
区

の
排
出
量
に
２
倍
の
差
が
あ
り
、

統
一
化
困
難
と
判
断
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
。
収
集
方
法
を
変
更
す
る

に
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
ル

ー
ル
ど
お
り
に
分
別
し
た
う
え
、

事
業
者
が
安
定
的
に
処
理
で
き
る

か
と
い
う
課
題
が
あ
る
の
で
、
調

査
検
討
を
進
め
た
い
。

（
商
工
観
光
課
長
）

（
教
育
長
）

（
福
祉
課
長
）

（
住
民
課
長
）

（
健
康
推
進
課
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

問

問問

問

答

答

答答答

答

観
光
拠
点
施
設

学
校
給
食
無
償
化

ご
み
収
集
方
式
の
統
一

民
生
部
門
に
関
わ
る
質
問

瀧　すみ江瀧　すみ江 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

中山道愛知川宿街道交流館66カフェ

教育の一環である、学校給食の
無償化を求める

Q

憲法が示した
無償の義務教育

A 国等の今後の動向を注視しながら
取り組みたい

11

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で

２
回
協
議
を
行
い
、
組
織

の
大
き
さ
と
重
要
さ
を
感
じ
た
。

そ
の
後
、
開
設
以
降
ど
の
よ
う
な

形
で
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
。
町

の
職
員
定
数
の
算
出
の
考
え
方
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

は
、
従
来
、
子
ど
も
支
援

課
に
属
し
て
い
た
児
童
虐
待
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
と
、
健
康
推

進
課
に
属
し
て
い
た
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
一
体

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
充
実

し
た
支
援
お
よ
び
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
設
置
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
組
織
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
で
き
る
責
任
者
（
セ
ン
タ

ー
長
）
を
１
名
配
置
、
母
子
保
健

お
よ
び
児
童
福
祉
の
業
務
に
つ
い

て
十
分
な
知
識
を
有
す
る
統
括
支

援
員
を
１
名
配
置
す
る
と
あ
る
が
、

実
態
は
セ
ン
タ
ー
長
は
兼
務
で
あ

り
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
の

説
明
と
若
干
異
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
尋
ね
る
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が

令
和
７
年
４
月
１
日
に

開
設
し
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

令
和
７
年
当
初
予
算
に
具
体
的
に

計
上
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
説
明

も
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
こ
の
件

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の

当
初
予
算
の
質
問
の
な
か

で
設
置
条
例
の
考
え
方
が
示
さ
れ
、

行
政
は
上
程
時
期
や
令
和
７
年
当

初
予
算
に
お
い
て
も
、
ま
た
業
務

の
移
行
に
際
し
て
も
業
務
が
減
に

な
る
と
き
の
人
員
の
削
減
数
も
明

確
な
答
弁
も
な
く
、
全
体
を
通
じ

て
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
の

か
尋
ね
る
。

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
セ
ン
タ
ー
長
は

兼
務
も
可
能
と
書
か
れ
て
お
り
、

町
の
規
模
に
よ
っ
て
兼
務
も
や
む

を
得
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
基

づ
き
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
子
ど

も
支
援
課
内
に
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
た
。

　

体
制
と
し
て
は
、
子
ど
も
支
援

課
長
が
所
長
を
兼
務
し
、
統
括
支

援
員
に
保
健
師
を
、
そ
の
他
社
会

福
祉
士
や
保
育
士
等
を
配
置
し
教

育
民
生
常
任
委
員
会
の
説
明
時
に

用
い
た
資
料
、
イ
メ
ー
ジ
図
の
と

お
り
の
体
制
で
運
用
し
て
い
る
。

　

施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
設
置
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

が
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
子
ど

も
支
援
課
と
健
康
推
進
課
そ
れ
ぞ

れ
が
既
存
で
実
施
し
て
い
る
事
業

を
一
体
的
に
実
施
す
る
と
い
う
こ

と
で
重
点
施
策
と
し
て
挙
げ
て
い

る
。

　

条
例
を
３
月
最
終
日
に
上
程
し

て
お
り
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
条

例
が
通
っ
て
か
ら
具
体
的
な
事
業

実
施
と
な
る
。

　

今
回
は
既
存
の
組
織
を
言
わ
ば

再
編
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
組
織
を
構
築
す
る
と
い
う

手
法
で
、
そ
の
組
織
に
お
い
て
既

存
の
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る

た
め
、
初
年
度
に
あ
た
る
令
和
７

年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
支
援
課
と
健
康
推
進
課
の

既
存
の
事
業
の
と
こ
ろ
で
い
っ
た

ん
計
上
し
て
お
り
、
適
切
で
あ
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
。

（
子
ど
も
支
援
課
長
）

（
子
ど
も
支
援
課
長
）

（
福
祉
政
策
監
）

（
副
町
長
）

問

問問

問

答

答

答

答

外川　善正外川　善正 議員議員

既存組織の再編による予算計上や
設置条例の上程は適切か

Q

既存組織の再編による新た
な組織のする内容説明は

A こども家庭センター設置に伴う
諸課題は適切だ

新
組
織
を
設
置
さ
れ
る
と

き
は
、
企
画
か
ら
業
務
の

検
討
実
施
体
制
の
検
討
等

多
く
の
作
業
が
必
要
と
な

る
　
今
回
、
民
生
部
門
に
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
た
が
、
そ
の
経
緯

に
つ
い
て
理
解
し
が
た
い

点
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
数
点
尋
ね
る

録画配信はこちら録画配信はこちら

検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方
と
書

い
て
あ
っ
た
の
で
、
受
診
し
た
ら

よ
い
の
か
ど
う
か
わ
か
り
に
く
い

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
前
は

対
象
者
に
は
個
別
に
案
内
が
郵
送

さ
れ
て
い
た
と
思
う
の
で
、
そ
の

方
が
わ
か
り
や
す
く
受
診
率
も
上

が
る
の
で
は
な
い
か
。

２
年
に
一
度
の
受
診
と
な
る
た
め
、

い
つ
受
診
さ
れ
た
か
わ
か
ら
な

い
と
い
う
お
声
も
お
聞
き
す
る
が
、

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
と
の

考
え
の
も
と
、
健
診
結
果
も
含
め

て
ご
自
身
で
管
理
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

に
つ
い
て
予
算
決
算
特
別
委
員
会

で
質
問
が
あ
っ
た
が
、
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
条
例
が
未
決

の
た
め
説
明
は
出
来
な
い
と
答
弁

を
さ
れ
た
。
そ
れ
な
ら
ば
行
政
は

い
つ
の
時
点
で
説
明
を
す
る
つ
も

り
で
あ
っ
た
の
か
伺
う
。
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キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業

は
何
回
予
算
化
さ
れ
、
事

業
化
さ
れ
た
の
か
。
基
本
目
標
は

住
民
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
実
績

評
価
を
、
町
は
し
て
い
る
の
か
。

何
回
か
行
っ
た
事
業
で
、

参
加
事
業
者
の
総
数
や
事

業
者
の
感
想
、
意
見
等
の
集
約
は
。

　

令
和
３
年
度
に
初
め
て
取
り
組

み
過
去
４
回
実
施
し
て
い
る
。
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
生
活
者

と
事
業
者
を
支
援
す
る
も
の
で
、

令
和
６
年
度
の
実
績
は
、
11
月
の

１
か
月
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

に
５
，２
１
５
万
円
の
予
算
執
行

額
に
対
し
２
億
２
，２
０
０
万
円

が
消
費
さ
れ
、
約
4.2
倍
の
経
済
効

果
を
生
み
、
成
果
が
あ
っ
た
。

　

令
和
６
年
度
の
事
業
の
対
象
店

舗
は
、
町
内
１
９
４
店
舗
。
対
象

店
舗
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

生
活
者
の
選
択
肢
の
幅
が
向
上
し

て
い
る
。
事
業
者
の
意
見
と
し
て

は
、
新
し
い
お
客
さ
ん
が
来
て
く

れ
た
、
売
上
げ
が
大
幅
に
増
加
し

た
な
ど
、
好
意
的
な
意
見
が
多
く

聞
か
れ
た
。

　

小
売
業
、
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
、
理
容
・
美
容
業
と
い
う
よ
う

な
と
こ
ろ
に
大
き
く
分
け
て
、
４

つ
に
分
類
、
そ
の
中
で
も
小
売
販

売
業
と
い
う
と
こ
ろ
の
業
種
の
方

が
約
半
分
を
占
め
て
い
る
。

　

当
要
領
に
お
い
て
、
中
小
企
業

等
経
営
強
化
法
に
規
定
す
る
中
小

企
業
者
と
定
め
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

が
使
え
る
事
業
者
に
な
っ
て
い
た

だ
く
、
そ
の
後
、
町
と
の
や
り
取

り
の
な
か
で
こ
の
事
業
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
。

　

事
業
の
利
用
実
態
に
お
い
て
、

町
民
、
町
民
外
の
内
訳
は
委
託
先

の
業
者
も
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。

令
和
６
年
度
に
行
な
っ
た
、
１
か

月
の
間
で
１
万
８
，４
０
０
人
の

利
用
が
あ
り
、
４
万
５
，５
０
０

　

事
業
者
は
、
町
内
の
店
舗
で
、

事
業
者
も
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。

残
念
な
が
ら
そ
の
内
訳
は
分
か
ら

な
い
。
た
だ
、
愛
荘
町
の
方
も
喜

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
声

は
聞
い
て
い
る
。事
業
者
支
援
は
、

２
億
円
以
上
の
消
費
が
あ
っ
た
。

　

水
量
が
多
く
、
水
位
が
上
昇
し

た
時
に
は
、
堰
き
止
め
て
い
る
盛

土
か
ら
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
す
る
水

を
橋
梁
下
の
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト
か
ら
下
流
河
川
へ
流
す
方
法
で

対
処
す
る
。
県
か
ら
は
、
説
明
が

不
十
分
で
地
域
の
皆
様
に
ご
心
配

を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
わ
び
し
、

今
後
は
丁
寧
な
説
明
を
重
ね
信
頼

回
復
に
努
め
て
い
く
と
聞
い
て
い

る
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
り
実
地
の
部
分

が
進
ん
で
い
く
。
小
菅
議
員
、
ま

た
関
係
の
方
々
、
地
元
の
区
長
様

等
々
と
し
っ
か
り
と
意
見
を
す
り

合
わ
せ
し
な
が
ら
、
県
や
地
元
と

も
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
き
た

い
。

（
産
業
政
策
監
）

（
産
業
政
策
監
）

（
産
業
政
策
監
）

（
産
業
政
策
監
）

（
産
業
政
策
監
）

（
産
業
政
策
監
）

（
建
設･

下
水
道
課
課
長
）

（
町
長
）

問問 答答

答答答

答

答答

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

ＰａｙＰａｙキャシュレス
決済事業は何回目か

Q

令和３年度に初めて取り組み
過去４回実施

A

物価高騰対策

神郷彦根線の橋脚下部工事

令
和
６
年
度
は
１
９
４
店

舗
で
事
業
形
態
は
。

事
業
者
に
な
る
に
は
、
適

格
条
件
と
い
う
の
は
あ
る

か
。

事
業
で
町
民
の
利
用
実
態

は
、
総
数
、
住
民
、
ど
の

よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、

事
業
評
価
は
。

神
郷
彦
根
線
の
橋
脚
下
部

工
事
に
て
、
不
飲
川
を
堰

き
止
め
20
セ
ン
チ
の
パ
イ
プ
２
本

で
排
水
を
現
在
行
っ
て
お
り
、
地

域
と
し
て
も
心
配
し
て
い
る
。
迂

回
路
の
排
水
路
計
画
は
ど
こ
へ
行

っ
た
の
か
。
工
事
計
画
の
説
明
も

な
く
、
県
土
木
の
常
識
、
信
頼
を

疑
う
。
本
件
に
関
し
て
、
町
長
、

建
設
・
下
水
道
課
よ
り
し
っ
か
り

抗
議
し
て
ほ
し
い
。
県
の
事
業
で

あ
る
が
町
の
考
え
を
。

一
番
大
切
な
の
は
、
町
民

が
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
た
の

か
、
事
業
の
評
価
で
は
目
的
が
達

成
さ
れ
た
の
か
、
問
題
が
つ
か
め

て
い
る
の
か
。

問問問

問

問

小菅　久宣小菅　久宣 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

乳
幼
児
期
の

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト（
愛
着
）

行
動

湖
東
地
域
障
害
者

　
　
　
自
立
支
援
協
議
会

マ
ス
ク
の
着
用
は
必
要
か
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1 

新
宿
歌
舞
伎
町
の
ト

ー
横
キ
ッ
ズ
、
大
阪
ミ
ナ

ミ
の
グ
リ
下
の
子
ど
も
達
の
家
庭

環
境
は
。

2 

幼
少
期
に
お
け
る
親

子
の
関
係
（
愛
着
関
係
）

が
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
る
か

が
、
そ
の
子
の
人
格
形
成
に
強
く

影
響
を
与
え
る
。

①
妊
婦
・
出
産
・
子
育
て
の
乳
幼

児
期
の
対
応
は
。

②
未
来
を
拓
く
愛
荘
16
年
教
育
と

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
は
。

協
議
会
の
目
的
及
び
事
業

は
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

立
場
か
ら
、
マ
ス
ク
の
着

用
は
必
要
か
。

　

東
京
・
大
阪
の
子
ど
も
の
姿
は
、

現
在
の
社
会
に
お
け
る
縮
図
で
あ

り
、
そ
の
根
源
や
背
景
に
家
庭
や

地
域
・
社
会
の
課
題
が
あ
り
、
そ

の
こ
と
は
教
育
に
と
っ
て
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

教
育
行
政
と
し
て
は
、
ま
ず
は

幼
小
中
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

と
、
園
や
学
校
の
職
員
が
し
っ
か

り
寄
り
添
い
、
子
ど
も
と
の
信
頼

関
係
を
構
築
し
な
が
ら
、
丁
寧
な

　

乳
幼
児
期
の
子
ど
も
に
、
お
腹

が
す
い
た
ら
授
乳
す
る
。
お
む
つ

が
汚
れ
た
ら
と
り
か
え
る
。
の
基

本
的
な
お
世
話
や
、
抱
っ
こ
し
た

り
、
泣
い
た
と
き
に
あ
や
し
た
り

す
る
な
ど
、
日
々
の
育
児
、
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
を
図
る
こ
と
で
保
護
者

と
の
愛
着
行
動
を
構
築
す
る
。
こ

の
愛
着
関
係
が
こ
ど
も
の
不
安
や

ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
、
自
己
肯
定

感
や
他
者
へ
の
信
頼
が
生
ま
れ
、

将
来
的
に
良
好
な
人
間
関
係
を
築

く
こ
と
が
で
き
る
。

　

湖
東
圏
域
の
１
市
４
町
に
お
住

い
の
身
体
、
知
的
、
精
神
な
ど
に

障
が
い
の
あ
る
方
が
、
地
域
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
こ
と
で
、
か
け
が
え
の
な
い
個

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
社
会
参
加

を
促
進
し
、
障
が
い
の
有
無
に
よ

っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
の
な

い
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

　

そ
の
た
め
、福
祉
・
保
健
・
医
療
・

教
育
・
就
労
等
の
各
サ
ー
ビ
ス
を

総
合
的
に
調
整
、
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

胎
児
期
か
ら
有
効
な
方
法
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
読
み

聞
か
せ
や
読
書
活
動
で
あ
る
。

　

胎
児
期
の
親
が
読
み
聞
か
せ
を

す
れ
ば
、
絵
本
の
力
に
よ
っ
て
親

の
情
緒
の
安
定
に
な
り
、
胎
児
の

心
に
も
良
い
影
響
を
与
え
、
親
子

の
温
か
い
心
の
つ
な
が
り
が
育
ま

れ
る
。

　

令
和
５
年
３
月
13
日
以
降
、
個

人
の
主
体
的
な
選
択
を
尊
重
し
、

着
用
は
個
人
の
判
断
と
さ
れ
た
。

　

医
療
機
関
受
診
時
や
高
齢
者
施

設
な
ど
を
訪
問
す
る
時
、
通
勤
ラ

ッ
シ
ュ
時
な
ど
混
雑
し
た
電
車
や

バ
ス
は
、
マ
ス
ク
着
用
は
有
効
と

考
え
る
。

　

乳
幼
児
期
の
見
る
、
聞
く
、
ま

ね
る
、
や
っ
て
み
る
、
ふ
れ
あ
う

と
い
っ
た
一
連
の
経
験
や
体
験
を

通
じ
て
、
他
者
と
関
わ
り
、
社
会

性
や
情
緒
の
基
礎
を
築
く
。
そ
の

際
、
顔
の
表
情
、
特
に
口
元
の
動

き
や
笑
顔
な
ど
は
非
常
に
重
要
で

（
教
育
長
）

（
福
祉
政
策
監
）

（
福
祉
課
長
）

（
教
育
長
）

（
福
祉
政
策
監
）

（
教
育
長
）

問

問

問

問

答

答

答

答答答

河村　善一河村　善一 議員議員

乳幼児期の親子の関係が、
その子の人格形成となる

Q

アタッチメント（愛着）
行動について

A

行事に参加する親子

愛着関係がこどもの不安やストレスを
軽減し良好な人間関係を築く

録画配信はこちら録画配信はこちら

回
の
決
済
が
行
わ
れ
た
。
本
事
業

の
主
た
る
目
的
は
、
生
活
者
と
町

内
事
業
者
を
支
援
し
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

指
導
・
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　

加
え
て
、
家
庭
・
地
域
・
福
祉

部
局
や
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を

密
に
し
、
厳
し
い
家
庭
・
生
育
環

境
に
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
が

持
て
る
可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
け

る
よ
う
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益

を
考
え
、教
育
活
動
を
展
開
す
る
。

あ
る
。

　

感
染
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
不
断
に
見
直
し
、
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
育
つ
環
境
の
確
保
に

取
り
組
む
。

　

絵
本
等
の
読
み
聞
か
せ
に
お
い

て
は
、
大
人
が
膝
に
抱
い
て
微
笑

み
な
が
ら
語
り
か
け
る
こ
と
で
、

言
葉
の
リ
ズ
ム
や
感
情
の
動
き
を

感
じ
取
り
、
愛
着
形
成
に
つ
な
が

る
。
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防
災
拠
点
施
設
は
、
災
害

時
に
避
難
場
所
や
救
援
活

動
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
災
害

後
の
復
旧
や
復
興
を
支
え
て
い
く

う
え
で
も
町
に
と
っ
て
は
大
変
重

要
な
施
設
で
あ
る
。

　
現
在
、
町
は
本
庁
舎
を
拠
点
に

有
事
の
際
は
関
係
職
員
を
招
集
し
、

そ
の
都
度
危
機
管
理
体
制
を
取
り

な
が
ら
、
関
係
団
体
と
情
報
共
有

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

滋
賀
県
に
は
危
機
管
理
セ
ン

タ
ー
が
平
成
28
年
１
月
に
供
用
開

始
さ
れ
て
い
る
し
、
県
内
の
各
市

に
お
い
て
も
防
災
拠
点
施
設
が
整

備
さ
れ
、
災
害
本
部
体
制
が
日
常

的
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
本
町
で
は
、
災
害
が
予

測
さ
れ
る
直
前
に
な
っ
て
危
機
管

理
体
制
を
取
っ
て
い
る
が
、
し
っ

か
り
と
し
た
防
災
・
減
災
の
拠
点

で
あ
る
防
災
セ
ン
タ
ー
を
、
現
在

未
整
備
と
な
っ
て
い
る
東
側
駐
車

場
内
に
建
設
し
た
う
え
で
、
日
常

的
に
災
害
に
備
え
る
べ
き
で
あ
り
、

町
民
主
体
の
防
災
訓
練
の
実
施
や

防
災
情
報
の
提
供
、
防
災
意
識
の

向
上
な
ど
地
域
住
民
の
意
識
を
高

め
る
た
め
の
活
動
を
行
う
こ
と
が

　

町
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
は
、

災
害
対
策
本
部
を
本
庁
舎
２
階
の

大
会
議
室
に
置
く
と
定
め
て
い
る
。

こ
れ
は
、
本
庁
舎
が
総
務
省
に

よ
っ
て
自
治
体
の
災
害
対
策
本
部

の
設
置
に
際
し
て
求
め
ら
れ
て
い

る
耐
震
性
能
を
確
保
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
仮
に
、
本
庁
舎
の
機

能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
の
代
替
施

設
は
、
町
消
防
セ
ン
タ
ー
２
階
の

会
議
室
と
し
て
い
る
。　

　

全
職
員
を
招
集
す
る
場
合
、
地

域
防
災
計
画
で
は
、
災
害
対
策
本

部
に
参
集
す
る
要
員
の
、
町
長
以

下
職
員
21
人
以
外
の
職
員
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
勤
務
場
所
に
参
集
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
災
害
対
策
本
部
か
ら
の

指
示
に
つ
い
て
は
、
本
部
指
揮
下

の
各
対
策
班
長
を
通
じ
て
行
う
ほ

か
、
職
員
全
体
へ
の
情
報
共
有
に

つ
い
て
も
、
ロ
ゴ
チ
ャ
ッ
ト
等
を

通
じ
た
伝
達
を
行
っ
て
お
り
、
有

　

当
町
は
、
合
併
時
の
旧
町
が
保

有
し
て
い
た
公
共
施
設
を
有
効
に

活
用
し
て
い
く
と
い
う
考
え
に
よ

り
、
旧
町
保
有
の
公
共
施
設
を
あ

ら
か
た
現
在
ま
で
引
き
継
い
で
き

て
い
る
。

　

一
方
、
老
朽
化
が
進
む
こ
れ
ら

多
く
の
施
設
の
維
持
管
理
に
は
相

当
な
額
の
支
出
を
毎
年
充
て
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
く
な
か
で
、
町
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
等
を
策
定

し
、
公
共
施
設
の
集
約
化
や
複
合

化
等
、
そ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

（
町
長
）

（
町
長
）

問

答

答

災
害
に
よ
り
本
庁
舎
が

機
能
し
な
く
な
っ
た

場
合
の
体
制
は

東
側
駐
車
場
に

　
防
災
セ
ン
タ
ー
を
建
設

今
後
大
規
模
災
害
に
備
え

東
駐
車
場
に
特
定
財
源
を

活
用
し
な
が
ら
防
災
セ
ン
タ
ー
を

建
設
し
、
駐
車
場
も
一
体
的
に
整

備
し
て
は
と
考
え
る
が
町
長
の
見

解
は
ど
う
か
。

問

竹中　秀夫竹中　秀夫 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

本町東側駐車場

15

大規模災害に備え、東側駐車場に
防災拠点の建設を

Q

現時点で新たな施設の設置は
想定していない

A

防災拠点の設置

重
要
で
あ
る
。

　
災
害
に
よ
り
本
庁
舎
が
機
能
し

な
く
な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な

体
制
を
構
築
す
る
の
か
。

　
ま
た
、
災
害
規
模
に
よ
っ
て
は
、

本
庁
舎
に
全
て
の
職
員
を
集
め
て

指
示
を
行
う
と
思
う
が
、
ス
ペ
ー

ス
的
に
問
題
は
な
い
の
か
。

事
に
あ
っ
て
本
部
に
全
職
員
を
集

め
て
指
示
を
行
う
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

　

以
上
か
ら
、
災
害
対
策
本
部
を

本
庁
舎
に
置
く
こ
と
は
、
職
員
の

災
害
対
応
の
う
え
で
問
題
な
い
と

考
え
て
い
る
。

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

特
に
、
役
場
庁
舎
や
保
健
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
９
つ
の
施

設
の
最
適
配
置
に
つ
い
て
は
、
町

の
方
向
性
を
決
め
、
議
会
に
お
い

て
も
予
算
や
契
約
に
係
る
議
決
を

い
た
だ
い
た
。
東
側
駐
車
場
に
つ

い
て
も
そ
の
一
連
の
も
の
と
し
て

整
備
を
し
て
い
る
。

　

議
員
の
防
災
セ
ン
タ
ー
設
置
に

つ
い
て
の
質
問
は
、
町
の
防
災
、

災
害
へ
の
対
応
力
を
保
全
し
災
害

に
備
え
る
べ
き
と
の
考
え
に
共
感

す
る
が
、
現
時
点
で
新
た
な
施
設

の
設
置
は
想
定
し
て
い
な
い
。

全国町村議会議長・副議長研修会に参加して

令和7年度市町村議会議員研修

　

　5 月 27 日に東京国際フォーラムで開催された、全国町村議会議長・副議長研修に私と髙橋副議長が参加しました。
研修のテーマでもある災害と議員の役割、そして自治体の防災対応力について学びました。
　現代の災害は非常に多様化し、そして複雑化しています。集中豪雨を取り上げても、河川の氾濫、土砂災害、都
市部特有の内水氾濫等の都市型水害などが起こっています。大規模な災害が発生した際には、国・県・町が連携し
て対応する体制が必要であり、その際最も重要なのは町の迅速な対応です。災害時に町の役割は、迅速に災害対応
を行うことであり、そのためには、町内での災害対応力を強化することが必要不可欠となっています。
　今、気候変動の影響で水害や山林火災が世界的に激化しています。さらに、日本は世界で最も地震の多い国であ
り、現在注目されている南海トラフ地震に対して、その備えが叫ばれているところです。地震は起きていない地域
ほど次に起こる可能性が高いと考えるべきであり、災害というものは常に想定外であるという前提で備えることが
必要です。
　私ども自治体は防災力を強化していかなければなりません。私自身は、現在議論されている防災省の新設につい
て、滋賀県など災害が比較的少ない地域に置くという案は有効な考え方だと思っています。
　次に、議員の役割についてです。災害時においても、議会は意思決定機関として機能し続ける必要があります。
議場が使えない状況も想定し、青空議会のように非常時の開催方法も検討しておくべきです。また、定足数を確保
し、災害対応に必要な決定を下す体制を維持しなければなりません。
　市町村長の役割は極めて重要です。災害は、いつ、どのタイミングで発生するのかわかりません。町長がすぐに
現場に立ち、陣頭指揮を執ることができる体制が極めて重要です。地域住民の不安が最も高まる瞬間に、町長、議
員、職員が地域と共に在り、現場で声をかけ、指示を出す、この姿勢こそが信頼と安心を生みます。町長は単なる
組織の長であるだけでなく、町民と日々共にする存在であることが理想です。特に災害の初期対応力が数分単位で
被害の規模を左右する現実を踏まえば、その重要性は一層高まります。そのためには、すぐに集まり動ける体制が
平時から整っていることが不可欠です。
　私たちが今やるべきことは、平時からの備えです。地域での防災訓練、防災情報の提供、
防災教育の推進を通じて、住民の皆さんの防災意識を高めることも重要と考えます。そ
うした地道な努力が最終的に命を守る力となります。私たち議員一人ひとりがその自覚
を持ち、今できる備えを着実に進めていくことが、真の防災対策であると強く感じました。
　今後も引き続き、皆さんと共に防災対策を進めていきたいと思います。

　
　今回、私が参加したは研修は、北は北海道、南は沖縄
まで、おおよそ170 名の議員が参加した全国的な研修
でした。
　研修では、決算審査の意義・重要性を認識し、市町村
議会が身に付けておきたい決算書類審査のポイントや、
財政力指数による自治体財政分析の手法について学び
ました。また、決算審査のあるべき姿についても学び、
特に行政評価手法を活用して事務事業の改善ポイント
を検討し、予算審議にも活用していく方法を身に付け
ることができたことは、町が実施する事業の適正な執
行をチェックする上でとても有益であったと思ってい
ます。また、同時に、改めて*PDCAサイクルの重要性
を感じました。
　来る9 月定例会は、決算審査を行う本会議です。今回
の研修で得た知見を活かし、しっかり審査を行ってま
いります。今後も、町の発展に貢献できるよう引き続き
研鑽を積み、より質の高い議員活動に努めます。
*PDCAサイクルとは、Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（改善）

　　
　6 月19 日、20 日の2 日間、研修に参加しました。講義
の「自治体決算の意義と審査のポイント」では、実質収
支比率、財政力指数等の基本について学び、「自治体決
算の基本と実践行政評価を活用した決算審査」では、施
策事業の目標に対しての効果があったか、また予算・
決算常任委員会の３つのチェック体制の役割について
学びました。
　今回の研修を受け、6 月定例会の一般質問で物価高
騰事業の施策の、町の評価について質問を行ったこと
は、研修で学んだことを活かすことができたのではな
いかと思っています。
　また、藤枝市議会の議会改革について研修を受けま
した。議員力を付ける、議会を改革する、執行部との対
話など、まちの将来に向けて力を尽くすこのと重要性
を再確認できた研修でした。全国から参加された多く
の議員のみなさんと意見交換出来たことも、とても良
い刺激をいただきました。

議  長
コ  ラ  ム 議　長　森野　隆　

　小菅　久宣 議員　久保田　正利 議員

研修会開会式

「自治体決算の基本と実践～行政評価を活用した決算審査～」
会場：全国市町村国際文化研究所（大津市）
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　　　　本会議のみ
インターネットで
 配信しています！

会議時間の詳細は事務局へお問い合わせください。
議会事務局 ： TEL

FAX
42ｰ7670
42ｰ7698

9月 11日（木） 総務産業建設常任委員会　　	 第４会議室	 9：00〜
9月 12日（金） 教育民生常任委員会	 〃	 9：00〜
9月 16日（火） 常任委員会（予備日）	 〃	 　　　9：00〜
9月 17日（水） 予算・決算特別委員会	 〃	 9：00〜
9月 18日（木） 予算・決算特別委員会	 〃	 　　　9：00〜

◎8月 21日（木） 町長提案趣旨説明（開会）	 議場　　　           9：00〜
◎9月   8日（月） 一般質問　　　　  　　　　　　　　　〃　　　           9：00〜
◎9月   9日（火） 一般質問・議案審議　　 　　　　　　　〃　　　           9：00〜
◎9月 26日（金） 議案審議（閉会）　　　 　　　　　　　 〃　　　           9：00〜

（都合により、会議の日時が変更になる場合があります）

委員会

本会議

上記の本会議・委員会を傍聴できます

9
月
定
例
会
の
予
定

録画配信ライブ配信

ライブ配信
LIVE STREAMING

愛荘町議会の愛荘町議会の

ホームページへホームページへ
映像配信

https://aisho-town.stream.jfit.co.jphttps://aisho-town.stream.jfit.co.jp

現在の御幸橋

　

 

御
幸
橋
は
愛
荘
町
と
東
近
江

市
の
間
に
流
れ
る
愛
知
川
に
架
か

る
橋
で
す
。
明
治
天
皇
の
巡
幸
に

伴
い
架
橋
さ
れ
、
そ
の
後
、
数
度

の
架
け
替
え
が
あ
り
ま
し
た
。
写

真
は
大
正
15
年
（
１
９
２
６
年
）

に
竣
工
し
た
御
幸
橋
で
す
。
祇
園

神
社
の
森
と
江
戸
時
代
に
建
立
さ

れ
た
常
夜
燈
が
見
え
、
橋
詰
に

は
石
段
が
あ
り
、
橋
上
を
ボ
ン

ネ
ッ
ト
バ
ス
が
走
行
し
て
い
ま

昭
和
33
年
頃　
　

愛
荘
町
愛
知
川　
　
　
　
　

（
図
書
館
収
集
写
真
）

す
。
今
の
御
幸
橋
は
昭
和
36
年

（
１
９
６
１
年
）
に
下
流
側
に
架

け
替
え
ら
れ
た
も
の
で
、
国
道
８

号
線
の
要
衝
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

現
在
下
流
で
は
別
の
新
橋
の
架
橋

工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

町立図書館では古い写真を収集・保
存しています。なつかしい町の暮ら
しがわかる写真をお持ちの方は町立
図書館までお知らせください。

愛知川図書館
秦荘図書館

0749（42）4114
0749（37）4345

表
紙
の
説
明

愛荘町議会だより
2025.8
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コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
海
外
か
ら
の
輸
入
品
が
値

上
げ
さ
れ
、
国
内
農
産
物
へ
の
価
格
転
嫁
が
出

来
な
い
問
題
が
有
り
ま
し
た
。
ま
た
最
近
で

は
、
コ
メ
の
高
騰
の
話
題
が
、
連
日
テ
レ
ビ
・

新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
、
世
の
中

の
す
べ
て
の
物
が
価
格
高
騰
で
値
上
げ
の
時
代

に
入
っ
て
い
ま
す
。
自
給
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
、

自
由
経
済
の
仕
組
み
な
ど
を
考
え
る
時
期
が
き

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

議
会
で
は
、
物
価
高
騰
対
策
の
補
正
予
算
を

何
度
も
議
決
し
て
き
ま
し
た
が
、
毎
日
の
生
活

で
必
要
な
食
品
価
格
が
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み

で
決
定
さ
れ
る
の
か
知
り
、
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
も
、
よ
り
良
い
ま
ち
を
目
指
し
、

町
と
の
対
話
を
重
ね
、
持
続
可
能
な
町
、
食
を

支
え
る
農
村
集
落
の
維
持
に
、
住
民
の
声
に
寄

り
添
い
な
が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
も
、
人
や
農
作
物
が
猛
暑
に
堪
え

忍
ぶ
夏
で
す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
体
調
に
気
を
付

け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

小
菅　

久
宣　

記

旧
御
幸
橋


